
  1  

は
じ
め
に

江
戸
時
代
中
期
に
起
こ
っ
た
学
問
の
一
つ
で
あ
る
国
学
は
、『
古
事
記
』、『
日

本
書
紀
』、『
万
葉
集
』
な
ど
、
日
本
の
古
典
を
文
献
学
的
に
研
究
し
、
特
に
儒
・

仏
教
伝
来
以
前
に
お
け
る
日
本
固
有
の
文
化
お
よ
び
精
神
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
学
問
で
あ
る
。
本
稿
で
は
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
、
西
田
直
養
の
『
神

璽
考
』
と
前
田
夏
蔭
の
『
神
璽
考
疑
』
を
中
心
に
論
を
展
開
し
て
い
く
。

『
神
璽
考
』
は
、
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
三
種
の
神
器
に
関

し
て
は
、
西
田
が
『
神
璽
考
』
を
著
す
以
前
に
も
、
幾
度
か
国
学
者
の
書
物
に

記
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
、
西
田
は
新
見
を

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
国
学
者
が
検
討
を
重
ね
つ
つ
も
、
判
然
と
し

な
い
事
柄
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
神
璽
考
』
に
記
さ
れ
て
い
る
内

容
、
特
に
新
見
は
、
前
田
夏
蔭
を
含
め
、
後
に
多
く
の
国
学
者
に
よ
っ
て
批
判

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
対
象
と
な
っ
た
考
え
を
、
西
田
の
説
と

前
田
の
説
を
比
較
し
、
検
討
し
て
い
く
。

一
、
西
田
直
養
『
神
璽
考
』
に
つ
い
て

ま
ず
、『
神
璽
考
』
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

『
神
璽
考

（
注
１
）』

は
、
西
田
直
養
に
よ
っ
て
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
二
月
廿
一

日
に
著
さ
れ
た
。
西
田
直
養
は
、
豊
前
小
倉
藩
の
藩
士
で
、
天
保
七
年
（
一
八

三
六
）
に
京
都
留
守
居
役
、
つ
い
で
同
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
大
坂
留
守
居

役
も
兼
帯
す
る
等
、
用
人
格
に
至
っ
た
人
物
で
あ
る

（
注
２
）。

『
神
璽
考
』
で
西
田
は
何
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
冒
頭
に
は
、

	

三
種
の
神
宝
の
御
事
は
北
畠
准
后
殿
の
神
皇
正
統
記
巻
五
に
先
ツ
内
侍

所
は
神
鏡
な
り
。
八
咫
の
鏡
と
ま
を
す
正
躰
は
、
皇
大
神
宮
に
い
は
ひ
奉

る
。
内
侍
所
に
ま
し
ま
す
は
崇
神
天
皇
の
御
代
に
鋳
か
へ
ら
れ
た
り
し
御

鏡
な
り
。
村
上
天
皇
の
御
時
、
天
徳
年
中
に
大
事
に
あ
ひ
た
ま
ふ
。
そ
れ

ま
で
は
圓
規
か
げ
ま
し
ま
さ
す
。
後
朱
雀
天
皇
の
御
時
、
長
久
年
中
か
さ

ね
て
火
あ
り
し
に
灰
燼
の
中
よ
り
光
を
さ
ゝ
せ
た
ま
ひ
け
る
を
収
て
ぞ
あ

が
め
奉
ら
れ
け
る
。
さ
れ
と
正
躰
つ
ゝ
が
な
く
て
万
代
の
宗
廟
に
ま
す
宝

剣
も
、
正
躰
は
天
の
村
雲
の
剣
と
ま
を
す
熱
田
の
神
宮
に
い
は
ひ
奉
る
。

西
海
に
沈
し
は
崇
神
天
皇
の
御
代
に
同
く
造
か
へ
ら
れ
し
剣
な
り
。
神
璽

は
八
坂
瓊
の
曲
玉
と
ま
を
す
神
代
よ
り
今
に
か
は
ら
す
代
々
の
御
身
を
は

『
神
璽
考
』
と
『
神
璽
考
疑
』

野

口

智

代
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な
れ
ぬ
御
守
な
れ
は
海
中
よ
り
浮
出
た
ま
へ
る
も
理
な
り
。
三
種
の
御
事

は
よ
く
心
得
奉
る
へ
き
な
り
。
な
べ
て
物
し
ら
ぬ
た
く
ひ
は
上
古
の
神
鏡

は
天
徳
長
久
の
災
に
あ
ひ
草
薙
の
宝
剣
は
海
に
沈
け
り
と
申
傳
ふ
る
こ
と

侍
る
に
や
。
か
へ
す
〳
〵
も
ひ
か
事
な
り
と
し
る
さ
せ
た
ま
へ
る
に
て
い

ち
し
る
し
。
さ
て
、
鏡
剣
の
御
事
は
二
所
に
ま
し
ま
せ
は
申
奉
る
に
も
お

よ
は
す
。
た
ゝ
神
璽
の
御
事
に
つ
き
て
は
諸
説
ま
ち
〳
〵
な
れ
は
此
考
を

は
も
の
せ
る
な
り
。（
句
読
点
筆
者
）

三
種
の
神
宝
と
は
、
皇
位
の
「
し
る
し
」
と
し
て
歴
代
の
天
皇
が
受
け
継
ぐ

宝
物
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
宝
物
と
い
う
の
は
、『
神
皇
正
統
記
』
巻
五
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
八
咫
鏡
」、「
天
叢
雲
剣
」、「
八
坂
瓊
曲
玉
」
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
て
、
西
田
は
現
在
（『
神
璽
考
』
が
著
さ
れ
た
当
時
）、
八
咫
鏡
は
伊
勢

神
宮
に
、
天
叢
雲
剣
は
熱
田
神
宮
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
『
神
皇
正
統
記
』
に
は
、「
神
璽
は
八
坂
瓊
の
曲
玉
と
ま

を
す
神
代
よ
り
今
に
か
は
ら
す
代
々
の
御
身
を
は
な
れ
ぬ
御
守
」
と
あ
る
。
神

璽
の
こ
と
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
そ
の
諸
説
を
明
確
に
す
る
た
め
に
西
田

は
『
神
璽
考
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、「
神
璽
の
御
事
に
つ
い
て
は
諸
説
ま
ち
〳
〵
な
れ
は
」
と
い
う
の
は
、

何
に
起
因
す
る
の
か
。
そ
も
そ
も
「
神
璽
」
と
は
何
な
の
か
。
西
田
は
、「
神

璽
」
に
つ
い
て
『
古
事
記
』
神
代
紀
天
石
屋
戸
条
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

「
科オ

ホ
セ

二

玉タ
マ
ノ

祖ヤ
ノ

命
ミ
コ
ト
ニ

一
令シ

メ
レ

作ツ
ク
ラ

二
八ヤ

尺サ

句カ

瓊ニ

之ノ

五イ

百ホ

津ツ

之ノ

御ミ

須ス

麻マ

流ル

之ノ

珠タ
マ
ヲ

一
而テ

」
と

あ
り
、
こ
の
「
珠
」
が
現
在
言
わ
れ
て
い
る
「
神
璽
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
同
書
の
天
孫
降
臨
条
に
「
於ニ
レ
是コ

ヽ

副ソ
ヘ－

賜タ
マ
フ

二
其カ

ノ

遠ヲ

岐キ

斯シ

八ヤ

尺サ

句カ
ノ

璁
マ
ガ
タ
マ

鏡カ
ヾ
ミ

及マ
タ

草ク
サ

那ナ

藝ギ
ノ

剣
ツ
ル
ギ
ヲ

一
」
と
あ
る
「
遠
岐
」
と
い
う
言
葉
を
証
拠
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。「
遠
岐
」
と
い
う
語
は
、「
物
を
招
き
寄
せ
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
古
事
記
』
天
孫
降
臨
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
八
尺
勾
玉

は
、
天
照
大
神
が
岩
屋
戸
の
中
に
篭
っ
た
際
、
外
か
ら
天
照
大
神
を
「
招
き
寄

せ
る
」
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
勾
玉
が
、
天
孫

降
臨
の
際
に
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
田
が
証
拠
と
し
て
挙
げ
た
『
古
事
記
』

天
孫
降
臨
条
の
内
容
に
関
し
て
は
、『
日
本
書
紀
』
皇
孫
降
臨
条
に
も
「
天ア

マ

照
テ
ラ
ス

大オ
ホ

神ミ
カ
ミ

乃
ス
ナ
ハ
チ

賜タ
マ
フ

二
天ア

マ

津ツ

彦ヒ
コ

々ヒ
コ

火ホ
ノ

瓊ニ

杵ニ
キ
ノ

尊
ミ
コ
ト
ニ

八ヤ

坂サ
カ

瓊ニ
ノ

曲マ
ガ

玉タ
マ

及マ
タ

八ヤ

咫タ

鏡カ
ヽ
ミ

草ク
サ

薙ナ
キ
ノ

剣ツ
ル
キ

三ミ

種ク
サ
ノ

宝タ
カ
ラ

物モ
ノ

一
」
と
あ
る
。『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
同
じ
内
容
が
あ
る
こ

と
か
ら
二
書
が
同
じ
伝
え
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

西
田
は
、
神
宝
が
三
種
で
あ
る
こ
と
を
冒
頭
に
『
神
皇
正
統
記
』
を
引
用
し

て
述
べ
、
そ
れ
に
加
え
て
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
同
様
の
記
述
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
神
宝
は
三
種
有
り
、
そ
れ
は
明
白
な
の
で
あ
る
と
、

西
田
は
『
神
璽
考
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
西
田
は
『
神
璽
考
』
の
中
で
、『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
に
着
目
し
て
い

る
。
な
ぜ
西
田
は
『
大
殿
祭
』
に
着
目
し
た
の
か
。『
大
殿
祭
』
と
は
、
宮
殿
の

火
災
そ
の
他
の
災
難
を
祓
い
平
安
を
祈
る
宮
中
の
祭
事
で
あ
る
。『
大
殿
祭
』
の

祝
詞
に
は
、
天
孫
が
天
降
る
際
の
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』、『
日
本

書
紀
』
同
様
に
神
宝
を
授
け
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
大
殿
祭
』

の
祝
詞
に
着
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

	

高タ
カ

天マ
ノ

原ハ
ラ

尓ニ

神カ
ム

留ツ
マ
リ

坐マ
須ス

皇ス
ベ

親ム
ツ

神カ
ム

魯ロ

企ギ

神カ
ム

魯ロ

美ミ

之ノ

命ミ
コ
ト

以モ
テ

氐テ

皇ス
ベ

御ミ

孫マ

之ノ

命ミ
コ
ト

乎ヲ

天ア
マ

津ツ

高タ
カ

御ミ

坐ク
ラ

尓ニ

坐マ
セ

氐テ

天ア
マ

津ツ

璽シ
ル
シ

乃ノ

鏡カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
キ

乎ヲ

捧サ
ヽ
ケ

持モ
チ

賜タ
マ
ヒ

天テ

言コ
ト

壽ホ
ギ

宣
ノ
リ
玉
ハ

志シ
久ク
（
傍
線
筆
者
）

右
の
通
り
、「
天
津
璽
乃
鏡
剣
」
と
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
古
事
記
』、『
日
本

書
紀
』
と
は
違
い
、「
勾
玉
」
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。「
鏡
」
と
「
剣
」
の
二

種
の
み
を
皇
御
孫
命
に
授
け
る
趣
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
大
殿
祭
』
の
祝
詞

に
見
ら
れ
る
記
述
の
相
違
に
つ
い
て
は
、『
神
璽
考
』
が
記
さ
れ
る
以
前
か
ら

度
々
言
わ
れ
て
い
た
。『
神
璽
考
』
で
は
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
の
考
え
が
引
用
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さ
れ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
て
お
く
が
、『
神
璽
考
』
中
に
記
さ
れ
て
い
る
賀
茂

真
淵
『
祝
詞
考
』
の
記
述
は
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
傳
』
に
記
し
て
い
た
『
祝

詞
考
』
の
箇
所
を
西
田
が
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
神
璽
考
』
中
で
記
さ
れ
て
い
る
『
祝
詞
考
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

	

伊イ

邪サ

那ナ

岐ギ
ノ

命ミ
コ
ト

の
御ミ

頸グ
ヒ

珠ダ
マ

を
天ア

マ

照テ
ラ
ス

大オ
ホ

御ミ

神カ
ミ

に
た
ま
ひ
て
所シ

ラ
セ

－

二
知
髙タ

カ

天マ
ノ

原ハ
ラ
ヲ

一

と
の
た
ま
へ
れ
は
、
彼カ

ノ

御ミ

頸ク
ビ

珠ダ
マ

は
大
御
神
の
天
を
知シ

ロ

食シ
メ

す
御
し
る
し
な
り
。

さ
て
今
、
天
孫
に
賜
ふ
勾マ

ガ

玉タ
マ

は
天
ノ
石イ

ハ

戸ヤ
ド
ノ

前マ
ヘ

に
し
て
招ヲ

祷キ

を
し
時
、
彼カ

ノ

天ア
マ

照テ
ラ
ス

大オ
ホ

御ミ

神カ
ミ

の
御ミ

頸ク
ビ

玉タ
マ

に
准ナ

ソ
ラ

へ
て
作
り
し
を
、
今
天
孫
天
降
り
て
国
の
主

ア
ル
シ

と
な
り
た
ま
ふ
御
し
る
し
に
天ア

マ

照テ
ラ
ス

大オ
ホ

御ミ

神カ
ミ

是
を
た
ま
は
し
ゝ
な
り
。

真
淵
は
、『
大
殿
祭
』
に
勾
玉
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
邪

那
伎
命
が
天
照
大
御
神
に
高
天
原
を
治
め
る
印
と
し
て
御
頸
玉
を
授
け
た
古
事

を
証
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
天
照
大
御
神
が
、
皇
御
孫
命
に
葦
原
中
つ
国
を

治
め
る
印
と
し
て
授
け
た
「
玉
」
と
は
、
国
を
治
め
る
「
し
る
し
」
と
し
て
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

真
淵
の
意
見
に
対
し
て
、
本
居
宣
長
も
「
玉
（
珠
）」
の
記
述
が
無
い
こ
と
に

つ
い
て
、『
古
事
記
伝
』
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
、『
神
璽
考
』
で
は
抜

き
書
き
し
、「
玉
」
の
記
述
の
有
無
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
検
討
し
て
い
る
。『
古

事
記
伝
』
の
要
点
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

	

此
記
に
も
書
紀
に
も
、
玉
を
先
に
せ
ら
れ
た
る
は
い
か
に
と
い
ふ
に
、

崇
神
天
皇
の
御
代
に
至
り
て
鏡
剣
を
は
他ホ

處カ

に
祭
た
ま
ひ
天
皇
の
御ミ

許モ
ト

に

坐マ
シ
マ
ス

は
神
代
の
旧フ

ル
キ

物モ
ノ

に
は
あ
ら
ず
。
た
ゞ
玉
の
み
ぞ
今
大
御
神
の
授
賜
へ

る
ま
ゝ
の
物
に
て
ま
す
ゆ
え
に
、
彼
御
世
よ
り
し
て
は
、
三
種
の
中
に
玉

を
第
一
と
ぞ
せ
ら
れ
け
ん
。
然
れ
は
、
其
御
世
よ
り
後
は
常
に
玉
を
先
に

申
し
な
ら
ひ
た
る
其
次
第
の
ま
ゝ
に
、
此
記
に
も
書
紀
に
も
し
る
せ
る
も

の
に
し
て
、
神
代
よ
り
し
か
る
に
は
非
ず
な
ん
。（
中
略
）
今
此
に
大オ

ホ

御ミ

神カ
ミ

の
授サ

ツ
ケ

賜タ
マ

ふ
時
を
以
て
い
は
ゝ
、
鏡
第
一
な
る
こ
と
は
更
な
り
。
次
に
は

剣
、
そ
の
次
に
玉
な
る
へ
し
。
其
故
は
書
紀
継
体
天
皇
御
紀
に
大オ

ホ

伴ト
モ
ノ

金カ
ナ

村ム
ラ
ノ

大オ
ホ

連ム
ラ
シ

乃
ス
ナ
ハ
チ

跪
ヒ
サ
マ
ツ
キ
テ

上
タ
テ
マ
ツ
リ

二
天ミ

カ
ト
ニ子

鏡カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
キ

璽シ
ル

符シ
ヲ

一
再ヲ

ロ
カ
ム拝

云
々
。
神
祇
令
に

凡オ
ヨ
ソ

践セ
ン

祚ソ

之ノ

日ヒ

中ナ
カ

臣ト
ミ

奏マ
ヲ
ス

二

天ア
マ
ツ

神カ
ミ

之ノ

壽ヨ

詞コ
ト
ヲ

一
。
忌イ

ム
ベ部

上
タ
テ
マ
ツ
ル

二
神ミ

シ
ル
シ璽

之ノ

鏡カ
ヽ
ミ

剣
ツ
ル
キ
ヲ

一

【
義
解
に
此
レ
即
以
テ

二
鏡
剣
ヲ

一
称
ス

レ
璽
ト
】
大オ

ホ

殿ト
ノ

祭
ホ
ガ
ヒ
ノ

祝ノ
リ
ト詞

に
高タ

カ

天マ
ノ

原ハ
ラ

尓ニ

神

留
坐
須
皇ス

ベ

親ム
ツ

神カ
ム

魯ロ

企ギ

神カ
ム

魯ロ

美ミ

之ノ

命ミ
コ
ト

以モ
テ

氐テ

皇ス
ベ

御ミ

孫マ

之ノ

命ミ
コ
ト

乎ヲ

天ア
マ

津ツ

高タ
カ

御ミ

坐ク
ラ

尓ニ

坐マ
セ

氐テ

天ア
マ

津ツ

璽シ
ル
シ

乃ノ

鏡カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
キ

乎ヲ

持モ
チ

賜タ
マ
ヒ

天テ

言コ
ト

壽ホ
ギ

宣
ノ
リ
玉
ハ

志シ
久ク

云
々
こ
れ
ら
鏡
剣
の
み
を
云
て

玉
を
い
は
ず
。
師
の
祝
詞
考
に
、
璁タ

マ

は
御オ

ホ

身ミ
ミ

に
着ツ

ケ
マ坐

す
宝タ

カ
ラ

に
て
、
人
の
手テ

触フ
ル

る
物
な
ら
ざ
る
故
に
古
よ
り
も
鏡
剣
ノ
二
ツ
を
以
て
大
儀
の
時
の
し
る
し

と
は
成ナ

シ

来キ
タ

る
な
り
と
い
は
れ
つ
る
は
心
得
ず
。
璁タ

マ

は
御オ

ホ
ミ
ミ身

に
着
ま
す
宝
に

て
、
人
の
手
ふ
る
ゝ
物
な
ら
ず
と
は
常
に
こ
そ
さ
も
あ
ら
め
。
践
祚
の
時

い
か
で
か
本
よ
り
御
身
に
は
つ
け
ま
さ
む
。
又
古
語
拾
遺
に
も
即

ス
ナ
ハ
チ

以モ
テ

二
八ヤ

咫タ

鏡カ
ヽ
ミ

及マ
タ

草ク
サ

薙ナ
ギ
ノ

剣ツ
ル
キ

二フ
タ

種ク
サ
ノ

神カ
ム

宝
タ
カ
ラ
ヲ

一
授サ

ツ
ケ

二

賜タ
マ
ヒ

皇
ス
メ
ミ
マ
ノ

孫
ミ
コ
ト
ニ

一
永ナ

ガ
ク

為ス
二

天ア
マ
ツ

璽
シ
ル
シ
ト

一
。

【
所イ

ハ

謂ユ
ル

神ミ

璽シ
ル
シ

之ノ

剣
鏡
是
也
】
矛ホ

コ

玉タ
マ

自
オ
ノ
ツ
カ
ラ

従
シ
タ
カ
フ

と
あ
る
を
以
て
し
る
べ
し
。

是
ら
三
種
の
中
に
は
玉
は
本
は
軽
き
か
故
な
り
と
あ
り
（
句
読
点
筆
者
）

宣
長
の
考
え
は
、
玉
（
勾
玉
）
が
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
於
い
て
一

番
初
め
に
書
か
れ
て
玉
鏡
剣
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
鏡
と
剣
は
崇
神
天
皇
の
御

代
に
造
り
か
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
玉
だ
け
は
神
代
か
ら
そ
の
ま

ま
で
あ
る
た
め
、
玉
を
一
番
初
め
に
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
崇
神
天
皇

の
時
代
か
ら
後
は
、
鏡
剣
は
他
で
祭
ら
れ
、
天
皇
の
許
に
あ
る
の
が
玉
の
み
で

あ
っ
た
た
め
、
玉
を
第
一
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
代
か
ら
玉
が
第
一
で
あ
っ

た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
宣
長
は
、
玉
は
第
三
と
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、『
書
紀
継
体
天
皇
紀
』、『
古
語
拾
遺
』
の
記
述
を
例
に
挙

げ
、
本
来
玉
は
軽
い
（
＝
劣
っ
て
い
る
）
た
め
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
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真
淵
は
璽
の
存
在
を
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
対
し
て
、
宣
長
は
、
璽

は
劣
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
人
の
意
見
の
相
違
が
あ
る
中
、
西
田
は
、『
神
璽
考
』
を
著
し
た
。
で
は
、

西
田
自
身
の
考
え
と
は
何
か
。

彼
は
「
直
養
が
こ
た
ひ
此
考
を
お
も
ひ
お
こ
し
ゝ
根モ

元ト

は
只
一
字
の
誤
写

0

0

0

0

0

0

な

ら
む
と
い
ふ
處
に
眼
を
つ
け
た
る
な
り
」（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
で

は
、
そ
の
誤
写
と
は
何
か
。

	

さ
は
か
の
神
祇
令
な
る
神ア

マ
ツ

璽シ
ル
シ

之ノ

鏡カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
キ

と
い
へ
る
之
の
字
の
誤

0

0

0

0

0

よ
り
な

り
。
其
ゆ
え
は
彼カ

ノ

大オ
ホ

殿ト
ノ

祭ホ
ガ
ヒ

に
天ア

マ

津ツ

璽シ
ル
シ

乃ノ

鏡カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
キ

云
々
と
あ
る
乃
の
字
を
漢

文
様
に
之
字
に
譯ウ

ツ

さ
れ
し
よ
り
義
解
は
勿サ

ラ

論ナ
リ

書
紀
に
も
誤
を
傳
へ
古
語
拾

遺
に
至
り
て
は
矛ホ

コ

玉タ
マ

自
オ
ノ
ツ
カ
ラ

従
シ
タ
カ
フ

な
ど
ゝ
い
う
事
を
さ
へ
し
る
せ
る
な
り
。

（
傍
点
筆
者
）

『
神
祇
令
』
に
は
、「
凡
践
祚
之
日
中
臣
奏
二
天
神
之
壽
詞
一
。
忌
部
上
二
神
璽

之
鏡
剣
一
。」
と
あ
る
。
こ
の
一
文
は
、
皇
嗣
が
天
皇
の
位
を
受
け
継
ぐ
際
に
行

わ
れ
る
践
祚
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
『
神
祇
令
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
神

璽
之
鏡
剣
」
と
い
う
「
之
」
字
の
誤
り
に
よ
り
、
記
述
の
違
い
が
生
じ
た
と
、

西
田
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
に
記
さ
れ
て

い
る
「
天
津
璽
乃
鏡
剣
」
と
あ
る
「
乃
」
字
を
漢
文
の
形
式
で
「
之
」
字
に
訳

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
漢
文
形
式
の
「
之
」
に
し
た
こ
と
に
よ

り
、「
令
義
解
」
は
勿
論
の
こ
と
、
書
紀
（
こ
こ
で
は
、
本
居
宣
長
が
挙
げ
て
い

た
『
書
紀
継
体
天
皇
紀
』
の
こ
と
）
に
も
「
神
璽
乃
鏡
剣
」
と
誤
り
を
伝
え
て

し
ま
い
、『
古
語
拾
遺
』
に
至
っ
て
は
、「
矛
玉
自
従
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
し
ま

う
事
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、『
古
語
拾
遺
』
を
確
認
す
る
と
「
即
、	

以
二
八
咫
鏡
及
薙
草
剣
二
種
神
宝
一
、
授
二
賜
皇
孫
一
、
永
為
二
天
璽
一
。【
所
謂
神

璽
剣
・
鏡
是
也
。】
矛
・
玉
自
従
。」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
（

（
注

。

こ
の
「
乃
」
を
漢
文
形
式
の
「
之
」
と
し
た
誤
り
は
、
践
祚
と
い
う
儀
式
に

お
い
て
も
間
違
い
を
継
承
し
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
『
神
祇
令
』
で
明
ら
か
な

通
り
、「
鏡
」
と
「
剣
」
の
二
種
の
み
を
新
主
に
奉
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
西
田

は
「
玉
」
が
、
伊
邪
那
岐
が
天
照
大
神
に
与
え
た
国
を
治
め
る
「
し
る
し
」
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
玉
」
の
記
述
が
な
い
『
神
祇
令
』
は
、
そ
の
国
を

治
め
る
「
し
る
し
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
玉
」
が
な
く
、
鏡
と
剣
だ

け
を
用
い
る
こ
と
は
、
国
を
治
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
鏡

と
剣
だ
け
を
用
い
る
理
由
は
あ
る
の
か
と
、
疑
問
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
自
身
の
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
、
西
田
は
一
つ
の
考
え
を
述
べ
る
。

	

考
る
に
彼
大
殿
祭
に
出
た
る
天ア

マ

津ツ

璽シ
ル
シ

乃ノ

鏡カ
ゝ
ミ

剣ツ
ル
キ

と
あ
る
乃
字
は
、
及
字

の
誤
写
に
て
、
も
と
大
字
に
て
、
及
と
あ
り
し
な
り
。（
句
読
点
筆
者
）

『
大
殿
祭
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
天
津
璽
乃
鏡
剣
」
と
あ
る
「
乃
」
の
字
が

「
及
」
の
字
の
誤
写
で
あ
り
、
以
前
は
大
字
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
天
津
璽
及

鏡
剣
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
田
は
こ
の
考
え
を
述
べ
た
理
由
と

し
て
、

	

天
孫
降
臨
の
御
事
は
神
典
第
一
義
な
る
を
、
記
紀
と
も
に
同
し
傳
に
て
、

記
に
は
璁タ

マ

鏡カ
ゝ
ミ

及マ
タ

草ク
サ
ナ
ギ
ノ

薙
藝
剣ツ

ル
キ

と
い
で
、
紀
に
は
曲マ

ガ
ダ
マ玉

及マ
タ

八マ

タ咫
鏡カ

ゝ
ミ

草ク
サ

薙ナ
ギ
ノ

剣
ツ
ル
キ

と
い
で
た
る
を
、
た
ゝ
大
殿
祭
の
み
に
璽
の
御
事
の
無
き
理
あ
る
へ
く
も

な
し
。
ま
た
く
及
字
の
一
畫
を
お
と
し
た
る
も
の
な
り
。（
句
読
点
筆
者
）

と
し
て
い
る
。
天
孫
降
臨
の
事
は
、
神
典
第
一
の
こ
と
で
あ
り
、『
古
事
記
』、

『
日
本
書
記
』
と
も
に
同
じ
伝
え
で
あ
る
。
し
か
し
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』

に
は
見
ら
れ
る
璽
（
＝
玉
）
の
記
述
が
『
大
殿
祭
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
大
殿

祭
』
に
の
み
璽
が
な
い
と
い
う
理
由
は
あ
る
は
ず
も
な
く
、
こ
れ
は
「
及
」
の

一
画
を
書
き
忘
れ
、「
乃
」
の
字
と
書
き
、
間
違
っ
た
こ
と
に
拠
る
の
で
あ
る
。

西
田
の
考
え
を
適
用
す
る
と
、「
乃
」
を
「
及
」
と
す
る
と
、「
及
」
は
「
マ
タ
」
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と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
マ
タ
」
と
読
め
ば
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
記
』
同

様
に
、『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
も
「
天
津
璽
及
鏡
剣
（
ア
マ
ツ
シ
ル
シ
マ
タ
カ
ガ
ミ

ツ
ル
ギ
）」
と
な
り
、
天
皇
に
三
種
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
及
（
マ

タ
）」
と
す
る
な
ら
ば
、「
天
津
璽
」
と
は
冒
頭
で
西
田
が
引
用
し
た
『
神
皇
正

統
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
神
璽
」
と
な
り
、
つ
ま
り
は
「
勾
玉
」
を
さ
す
。

西
田
が
『
神
璽
考
』
で
主
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
以
上
で
あ
る
。
西
田
は
こ

れ
ま
で
記
述
の
相
違
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
明
確
に
語
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
「
璽
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
自
身
の
考
え
を
踏
ま
え
て
述
べ
て
い

る
。「
乃
」
と
「
及
」
と
の
誤
写
説
に
つ
い
て
、
西
田
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
身
の
随
筆
『
篠
舎
漫
筆
』
に
『
神
璽
考
』
が
収
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
現
存
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
西
田
が
記
し
た
紀

行
文
の
中
に
も
屡
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
自
信
の
ほ
ど
が

う
か
が
え
る
だ
ろ
う

（
（

（
注

。

西
田
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
神
璽
考
』
に
は
、
直
接
関
係
す
る
書
が
弘
化
二

年
以
降
い
く
つ
か
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
前
田
夏
蔭
の
『
神
璽
考
疑
』

が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
西
田
の
考
え
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
、
否
定
し
て
い
る
。

前
田
は
西
田
の
考
え
の
ど
こ
に
疑
問
を
も
ち
、
否
定
し
た
の
か
。
次
に
前
田
の

書
を
検
討
し
て
い
く
。

二
、
前
田
夏
蔭
『
神
璽
考
疑
』

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
五
月
四
日
に
前
田
夏
蔭
に
よ
り
『
神
璽
考
疑

（
（

（
注

』
は
、

著
さ
れ
た
。

前
田
夏
蔭
は
、
幕
臣
で
あ
り
国
学
者
で
あ
る
。
清
水
浜
臣
の
門
で
学
び
、
考

証
学
や
和
歌
、
歌
学
を
能
く
し
た
。
天
保
頃
（
一
八
三
〇－

四
四
）
下
谷
泉
橋

通
に
開
塾
。
水
戸
烈
公
（
徳
川
斉
昭
）
に
重
用
さ
れ
、
水
戸
藩
の
江
戸
駒
込
中

屋
敷
に
お
い
て
国
学
を
講
ず
る
な
ど
し
た

（
（

（
注

。『
神
璽
考
疑
』
が
著
さ
れ
た
当
時
、

前
田
は
ま
だ
幕
府
に
仕
官
し
て
お
ら
ず
（
幕
府
に
仕
官
し
た
の
は
安
政
元
年
（
一

八
五
四
））、
水
戸
藩
中
屋
敷
で
国
学
の
講
義
を
し
、
塾
に
お
い
て
門
人
達
に
講

義
を
し
て
い
た
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
神
璽
考
疑
』
の
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
前
田
が
『
神
璽
考
疑
』
を
著
す
に

至
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
。『
神
璽
考
疑
』
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

	

此
頃
、
西
田
直
養
の
著

ア
ラ
ハ
セ

る
神
璽
考
と
云
フ
書
を
友
人
の
許
よ
り
贈
て
、

「
其
考
説
の
上
に
、
奈イ

カ
ニ何

ぞ
や
。
と
思
は
る
ゝ
所
あ
ら
ば
、
包ツ

ヽ
マ蔵

は
ず
告
知

せ
て
よ
。」
と
云
ヘ
れ
ば
、
彼
先
に
考
置
つ
る
旨
を
挙
て
、
更
に
此
書
の
説

の
不イ

ブ
カ
シ審

き
所
々
を
論
へ
る
な
り
。

ま
た
、
末
尾
に
は

	

此
一
巻
は
、
藤
原
守
澄
の
み
せ
ら
れ
た
る
原
書
に
對
て
書
つ
る
な
る
が
、

其
主
國
へ
帰
ら
る
ゝ
時
に
迫
て
僅
に
四
五
日
の
間
に
い
と
あ
わ
た
ゝ
し
く

も
の
し
つ
る
な
れ
ば
、
引
漏
せ
る
證
も
多
か
る
べ
く
文
意
の
行
足
は
ぬ
所
、

は
た
多
か
れ
ど
再
正
改
む
る
暇
も
な
く
て
、
即
か
い
や
り
た
る
な
れ
ば
、

後
に
よ
く
と
ゝ
の
へ
も
の
す
べ
く
な
む
。

冒
頭
の
友
人
と
は
、
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
「
藤
原
守
澄
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、「
藤
原
守
澄
」
と
は
斎
藤
守
澄
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
斎
藤
守

澄
は
、
播
磨
姫
路
藩
の
藩
校
好
古
堂
の
国
学
教
授
で
あ
っ
た

（
（

（
注

。
前
田
は
、
斎
藤

か
ら
『
神
璽
考
』
を
見
せ
ら
れ
、「
意
見
を
書
い
て
欲
し
い
」
と
請
わ
れ
た
。
斎

藤
と
西
田
の
関
係
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
齋
藤
の
国
学
の
師
で
あ
る
大
国

隆
正
が
間
に
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
大
国
隆
正
は
、
津
和
野
藩
士
で
あ
っ

た
が
脱
藩
し
、
一
時
期
大
坂
で
国
学
を
教
授
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
、
大
坂
留



  6  

守
居
役
で
あ
っ
た
西
田
と
知
り
合
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
二
人
の
交
流
は
、『
嚶
々

筆
語
』
を
共
著
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

さ
て
、
斎
藤
か
ら
『
神
璽
考
』
に
対
し
て
意
見
を
請
わ
れ
た
前
田
は
、『
神
璽

考
』
の
疑
問
点
を
挙
げ
る
前
に
西
田
と
同
様
、
真
淵
と
宣
長
、
二
人
の
意
見
に

つ
い
て
自
身
の
考
え
を
交
え
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。

	

抑
、
彼
ノ
三
種
ノ
神
寳
の
一
種
な
る
八ヤ

サ
カ
ノ尺

勾マ
ガ
タ
マ玉

を
、
賀
茂
翁
の
祝
詞
考
に

【
大
殿
祭
乃
條
】
伊
邪
奈
伎
の
天
照
大
神
に
授
ケ
賜
ヘ
る
御ミ

頸ク
ビ

玉タ
マ

に
准

ナ
ズ
ラ
ヘ

作

り
し
物
の
由
云
ハ
れ
し
を
、
本
居
氏
の
徴ヨ

リ

拠ド
コ
ロ

な
き
説
な
り
と
て
信ウ

ケ

ら
れ
ざ

り
し
は
な
か
〳
〵
に
奈
何
ぞ
や
思
は
る
。
彼
伊
邪
奈
伎
命
の
御
頸
玉
は
、

天
照
大
神
を
高
天
原
の
主
と
定
詔ノ

ラ

し
て
授
ケ
賜
へ
る
珍ウ

ツ

寳ダ
カ
ラ

の
玉
な
れ
は
、

天
上
に
て
も
無

タ
グ
ヒ
ナ
キ比

霊ク
シ

玉タ
マ

な
り
け
む
。
故
に
岩
屋
隠
乃
御
時
に
天ア

メ
ノノ

明ア
カ
ル
タ
マ
ノ

玉

 
	

命ミ
コ
ト

の
神シ

チ
カ
ラ力

を
尽
て
、
い
か
で
彼
天
照
大
神
の
御
頸
玉
に
准

ナ
ズ
ラ
ヘ

て
劣オ

ト
ル

ま
じ

く
と
勤

イ
ソ
シ
ミ

作ツ
ク
リ

給
け
む
は
、
然
有
べ
き
理

コ
ト
ワ
リ

と
こ
そ
覚
ゆ
れ
。
さ
て
、
後
に

此
玉
殊
に
勝ス

グ
レ

た
り
け
れ
ば
、
當ソ

ノ
カ
ミ初

大
御
親
ノ
命
よ
り
授
賜
へ
る
御
頸
玉
に

准
て
、
天
照
大
神
も
亦マ

タ

皇ス
メ

孫ミ
マ
ノ

命ミ
コ
ト

を
蘆
原
ノ
中
國
乃
主
と
定
メ
賜
て
天
降
し

め
給
る
時
に
授
ケ
賜
へ
る
は
其
神ミ

意コ
ヽ
ロ

も
掲イ

チ
シ
ル
ク焉

見
え
て
、
賀
茂
翁
の
考
説
、

よ
く
隠カ

ク
ロ
ヘ
ル微

を
発ア

カ

明サ

れ
し
事
と
そ
信

ウ
ベ
ナ
ヒ

思
は
れ
ぬ
る
。
然サ

在ル

を
本
居
氏
、
勾

玉
を
第
三
ノ
位
に
置
へ
く
論
ヒ
定
む
と
て
、
先
此
説
を
破
ら
れ
た
る
は
な
か

〳
〵
に
非

ヒ
ガ
コ
ト

な
り
。（
句
読
点
筆
者
）

宣
長
が
真
淵
の
説
を
「
根
拠
の
な
い
説
で
あ
る
」
と
否
定
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
前
田
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
御
頸
玉
と
は
、
伊
邪
奈
伎
命
が
天
照
大
神

を
高
天
原
の
主
で
あ
る
と
定
め
た
と
き
に
授
け
た
珍
し
い
宝
の
玉
で
あ
り
、
天

上
に
お
い
て
並
ぶ
も
の
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
照
大
神
が
岩
屋
戸
に
隠
れ
た

と
き
、
天
明
玉
命
が
神
力
を
注
い
で
、
天
照
大
神
の
持
つ
御
頸
玉
に
劣
る
こ
と

の
な
い
玉
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
御
頸
玉
が
高
天
原
を

治
め
る
主
で
あ
る
こ
と
を
示
す
宝
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
玉
は
重
要
な
位
置
に

置
か
れ
て
い
た
。
皇
御
孫
命
を
芦
原
中
つ
国
の
主
と
定
め
、
御
頸
玉
に
准
え
た

玉
を
授
け
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
真
淵
は
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
と
し
て
、
前
田
は
真
淵
の
意
見
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宣
長

の
説
に
つ
い
て
は
、
勾
玉
を
第
三
位
に
置
く
た
め
に
論
を
決
め
よ
う
と
し
て
、

ま
ず
真
淵
の
説
を
論
破
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
却
っ
て
間
違
い
で
あ
る
と
、
宣

長
の
考
え
を
否
定
し
て
い
る
。
真
淵
、
宣
長
の
説
を
述
べ
た
後
、
前
田
は
『
神

璽
考
』
の
疑
わ
し
い
箇
所
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

	

西
田
直
養
の
考
の
不イ

ブ
カ
シ審

ま
る
ゝ
由
は
、
大オ

ホ

殿ト
ノ

祭
ホ
ガ
ヒ
ノ

祝ノ
リ

詞ト

に
天ア

マ

津ツ

璽
乃
鏡

カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
ギ

云シ
カ

々〳
〵

と
の
み
あ
り
て
八
尺
ノ
勾
玉
の
一
種
見
え
さ
る
は
省ハ

ブ
キ

脱モ
ラ

す
べ
き
に

あ
ら
ず
。
必
古
事
記
書
紀
の
皇ス

ヘ

孫ミ
マ
ノ

命ミ
コ
ト

乃
天
降
リ
の
條ト

コ
ロ

の
文
に
勾
玉
と
鏡

剣
と
三
種
を
叙ツ

イ
デ

た
る
如
く
此
祝ノ

リ

詞ト

に
も
天ア

マ

津ツ

璽シ
ル
シ

及オ
ヨ
ビ

鏡カ
ヽ
ミ

剣ツ
ル
キ

と
有
け
む
を

及
ノ
字
を
乃
ノ
字
に
誤
れ
る
よ
り
此
誤
字
を
受
て
神
祇
令
に
凡
践
祚
之
日
中

臣
奏マ

ヲ
シ

二

天ア
マ
ツ

神カ
ミ
ノ

寿ヨ
ゴ

詞ト
ヲ

一
、忌イ

ム

部ベ

上
ル

二
神
璽
之
鏡
剣
ヲ

一
【
義
解
ニ
曰
ク
此
即
以
二

鏡
剣
ヲ

一
称
ス

レ
璽
ト
】
と
あ
る
。
神
璽
之
云
々
と
云
へ
る
之○

字
は
及○

字
を
誤

れ
る
乃○

字
よ
り
受
来
る
に
て
、
彼
祝
詞
に
天
津
璽シ

ル
シ

と
云
フ
は
八
尺
ノ
勾
玉

を
云
ヘ
る
な
り
。
と
考
ヘ
定
メ
ら
れ
た
る
こ
そ
諾

ウ
ヘ
ナ
ヒ

難カ
タ

け
れ
。（
句
読
点
筆
者
）

「
不
審
で
あ
る
」
の
は
、
西
田
が
『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
に
「
天
津
璽
乃
鏡
剣
」

と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
説
に
つ
い
て
で
あ
る
。
鏡
剣
の
み
記
述
が
あ
り
、

勾
玉
一
種
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
勾
玉
を
省
略
す
べ
き
で
は
な
い
と

述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
考
え
と
し
て
、「
之
」
は
「
乃
」
で
あ
り
、
こ
の
「
乃
」

字
が
「
及
」
字
の
誤
写
で
あ
る
と
、
独
自
の
考
え
を
述
べ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
前
田
は
「
不
審
で
あ
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
前
田
は
西
田
の
考
え
を
「
受

け
入
れ
が
た
い
」
と
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
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按オ
モ
フ

に
、
此
考
ヘ
は
後
ノ
世
に
勾
玉
を
専モ

ハ
ラ

神シ
ム

璽シ

と
申
シ
な
ら
へ
る
よ
り
。
剣ケ

ム

璽シ

、
ま
た
璽

シ
ル
シ
ノ

筥ハ
コ

な
ど
も
云
ヒ
て
、
璽ジ

は
神
寳
の
勾
玉
の
別マ

タ
ノ

称ナ

と
な
れ
る

を
見
来
り
て
、
古
ヘ
書
の
例タ

メ
シ證

を
思
は
ず
。
彼
祝
詞
の
天
津
璽
と
あ
る
を
、

即ヤ
ガ
テ

勾
玉
の
名
ぞ
と
思
僻ヒ

ガ

め
つ
る
な
る
べ
し
。
古
ヘ
書
に
、
阿ア

麻マ

津ツ

斯シ

留ル

志シ

と
云
フ
は
、
一
種
に
定サ

ダ
メ

称イ
フ

名
に
は
あ
ら
す
。
勾
玉
一
種
を
天ア

マ

津ツ

璽シ
ル
シ

と
云
る

例
、
古
ヘ
書
に
は
見
ゆ
る
所
な
し
。（
句
読
点
筆
者
）

西
田
は
先
に
述
べ
た
が
、「
神
璽
」
は
「
勾
玉
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
前
田
は
こ
の
説
に
対
し
て
、「
勾
玉
」
を
専
ら
「
神
璽
」
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
後
世
か
ら
で
あ
る
と
し
、
西
田
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。「
剣
璽
」

ま
た
「
璽
筥
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
璽
」
は
、
勾
玉
の
別
称

で
あ
ろ
う
と
西
田
は
見
て
い
た
。
し
か
し
、
西
田
は
古
書
の
例
を
見
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
に
「
天
津
璽
」
と
あ
る
言
葉
も
、

「
璽
」
と
あ
る
た
め
、「
勾
玉
」
と
勘
違
い
を
し
た
の
だ
ろ
う
と
前
田
は
述
べ
て

い
る
。
そ
こ
で
前
田
は
、
古
書
に
「
阿
麻
津
斯
留
志
」
と
見
ら
れ
る
の
は
、
勾

玉
一
種
に
限
定
し
た
名
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
勾
玉
一
種
を
「
天

津
璽
」
と
述
べ
て
い
る
例
も
、
古
書
に
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
実
際
古
書
に
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
前
田
は
、『
日
本
書

紀
』
の
天
皇
紀
を
引
用
し
、
証
拠
を
並
べ
て
い
る
。
な
お
、
前
田
が
『
神
璽
考

疑
』
内
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
は
、
全
て
、
皇
嗣
が
天
皇
の
位
を
継
ぐ
こ
と
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

ま
ず
、
初
め
に
『
書
紀
神
武
天
皇
紀
』
を
引
用
し
て
い
る
。

	

以
二
所セ

ル
レ
御オ

バ

天
ノ
羽ハ

々〳
〵

矢ヤ

及ト

歩カ
チ

勒ユ
ギ
ヲ

一

賜
シ
メ
シ
玉
フ

二
示
於
長ナ

ガ

髓ズ
ネ

彦ヒ
コ
ニ

一
長
髓
彦
見
テ

二

其
ノ
天ア

マ
ツ

表
シ
ル
シ
ヲ

一

益
マ
ス
〳
〵

懐オ
ヂ

踧カ
シ
コ

踖メ
リ

（
傍
線
筆
者
）

『
書
紀
神
武
天
皇
紀
』
は
「
天
表
」
を
「
ア
マ
ツ
シ
ル
シ
（
阿
麻
津
斯
留
志
）」

と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
古
い
読
み
で
あ
る
。『
書
紀
神
武
天
皇
紀
』
に
記
さ

れ
て
い
る
「
天
表
」
が
指
し
て
い
る
の
は
、「
天
ノ
羽
々
矢
」
一
本
と
「
歩
勒
」

で
あ
る
。

他
に
前
田
が
引
用
し
た
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
傍
線
筆
者
）

・�『
書
紀
允
恭
天
皇
紀
』
→
「
上

タ
テ
マ
ツ
ル

二
天
皇
之
璽

ミ
シ
ル
シ
ヲ

一
云
々
今
當ヘ

シ
ニ

レ
上
ル

二
天

皇
ノ
璽ミ

シ
ル

符シ
ヲ

一
」

・『
書
紀
清
寧
天
皇
紀
』
→
「
奉
ル

二

璽
ミ
シ
ル
シ
ヲ

於
皇
太
子
ニ

一
」

・『
書
紀
継
体
天
皇
紀
』
→
「
上
ル

二
天
子
之
鏡
剱
ノ
璽ミ

シ
ル

符シ
ヲ

一
」

・『
書
紀
宣
化
天
皇
紀
』
→
「
奏タ

テ
二－

上マ
ツ
ル

剣ミ
シ

鏡ル
シ
ヲ

一
」

『
書
紀
宣
化
天
皇
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
剣
鏡
」
も
「
ミ
シ
ル
シ
」
と
読
ん

で
い
る
。
こ
れ
も
『
書
紀
神
武
天
皇
紀
』
と
同
様
、
古
い
読
み
で
あ
る
。
剣
鏡

の
二
字
を
引
き
合
わ
せ
て
「
美
斯
留
志
」
と
読
ん
で
い
る
。

・�『
書
紀
推
古
天
皇
紀
』
→
「
天
皇
ノ
璽ミ

シ
ル
シ
ヲ印

奉
ル
」（
同
様
の
文
が
『
書
紀

舒
明
天
皇
紀
』
に
も
有
）

・『
書
紀
孝
徳
天
皇
紀
』
→
「
授
ケ

二

璽ミ
シ
ル

綬シ
ヲ

一
禅
リ
玉
フ
位
ヲ
」

以
上
、「
古
書
の
例
」
と
し
て
前
田
が
挙
げ
た
『
日
本
書
紀
』
天
皇
紀
の
例
で

あ
る
。「
璽
」、「
璽
符
」、「
璽
印
」、「
璽
綬
」
と
天
皇
紀
に
よ
り
異
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
前
田
は
、「
全
て
中
国
の
様
式
で
、
潤
飾
で
あ
る
た

め
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
西
田
が
「
天
津
璽
＝
神
璽
」
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と

は
間
違
い
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
潤
飾
さ
れ
た
文
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
美
斯
留
志
」

は
、
神
宝
一
種
を
言
う
の
で
は
な
く
、
神
宝
全
て
を
言
う
語
で
あ
る
。
先
に
、

前
田
が
挙
げ
た
『
書
紀
神
武
天
皇
紀
』
の
「
天
表
」
と
『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
に

あ
る
「
天
津
璽
」
は
ど
ち
ら
も
神
宝
全
て
を
指
す
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、『
古
語
拾
遺
』
に
「
即
以
下
八
咫
鏡
及
草
薙
剣
二
種
神
宝
ヲ

上
授
二－

賜
テ

皇
孫
ニ

一
永
為
二

天
ア
マ
ツ
シ
ル
シ
ト

璽
一
【
所
謂
神
璽
之
鏡
剣
是
也
】
矛
玉
自
従
」、「
天
ノ
富
命

率
テ

二
諸
ノ
齋
部
ヲ

一
捧
二
持
テ

天
ア
マ
ツ
シ
ル
シ
ノ

璽
鏡
剣
ヲ

一
奉
レ
安
二
正
殿
ニ

一
」、「
更
ニ
鋳
レ
鏡
ヲ

レ
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造
リ
テ

レ
剣
ヲ
以
為
ス

二
護
身
御
璽
ハ

一
。
是
今
践
祚
之
日
所
ノ

レ
献
ル
神
璽
ノ
鏡
剣
也
」

と
あ
る
「
天
璽
」、「
璽
」、「
神
璽
」
も
全
て
、
神
宝
全
て
を
指
す
意
味
で
あ
る
。

践
祚
大
嘗
祭
儀
下
【
辰
日
条
】
に
は
「
神
祇
官
ノ
中
臣
捧
テ

二
賢
木
一
入
リ
テ

レ
自
二

儀
鸞
門
ノ
東
戸
一
就
テ

レ
版
ニ
跪
テ
奏
メ

二
天
神
ノ
寿
詞
ヲ

一
齋
部
奉
ル

二
神
璽
之
鏡
剣
ヲ

一
」

と
あ
る
。
こ
の
「
神
璽
」
も
、
一
種
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
鏡
剣
の
二

種
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鏡
剣
の
二
種
を
「
神
璽
」
と
い
う
理
由

を
、
前
田
は
述
べ
て
い
な
い
。
た
だ
前
田
は
、「
神
璽
」
は
勾
玉
一
種
で
は
な

く
、
神
宝
全
て
を
指
す
と
捉
え
て
い
た
。

そ
し
て
、
前
田
は
「
璽
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

	

璽
字
は
、
上
に
も
云
フ
如
く
唯
汎ヒ

ロ

く
斯シ

留ル

志シ

と
云
フ
義コ

ヽ
ロ

に
用
た
る
に
て
、

天
津
斯
留
志
と
は
三
種
ノ
神
寳
を
總ス

ベ

称イ
フ

へ
き
汎ヒ

ロ
キ

称ナ

な
る
。
然サ

有ル

を
、
勾
玉

に
限
リ
て
璽ジ

と
云
ヘ
る
や
う
に
な
れ
る
は
、
漸

ヤ
ウ
ヤ
ク

後
世
の
意
よ
り
然
改
め
た

る
に
て
、
寧ナ

ラ
ノ

楽ミ

朝カ
ト

よ
り
後
に
云
ヒ
始
た
る
事
と
そ
思
は
る
ゝ
（
後
略
）（
句

読
点
筆
者
）

前
田
は
、「
璽
」
字
は
広
く
「
斯
留
志
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
の
で
、

「
天
津
斯
留
志
」
と
は
三
種
神
宝
を
総
称
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
勾

玉
に
限
り
、「
璽
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
後
世
に
「
璽
」
は
す
な
わ
ち

「
勾
玉
」
で
あ
る
と
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
西
田
が
、
も
と
は
『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
に
「
天
津
璽
及
鏡
剣
」
と
有
っ
た

も
の
が
、「
及
」
を
「
乃
」
と
誤
り
、
そ
れ
を
受
け
て
『
神
祇
令
』
に
「
神
璽
之

鏡
剣
」
と
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
即
位
の
大
礼
が
行
わ
れ
る
と

き
も
鏡
剣
の
二
種
の
み
を
用
い
、
勾
玉
を
用
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
大
変
口
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
田
は
「
最イ

ト

太イ
ミ
ジ

き
僻ヒ

ガ

心コ
ヽ
ロ

の
妄ミ

ダ
リ

説ゴ
ト

な
り
」
と
批
判
し
て
い
る
。
前
田
は
、
西
田
が
挙
げ
た

『
神
祇
令
』
と
、『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
は
、
互
い
に
関
係
し
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、『
神
祇
令
』
と
は
、
天
皇
の
即
位
式
を
い
い
、『
大
殿

祭
』
は
宮
中
祭
祀
の
こ
と
を
い
う
。
二
つ
の
文
の
謂
わ
れ
が
違
う
と
前
田
は
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
勾
玉
の
記
述
は
な
く
、
鏡
剣
の
み
の
記
述
な
の

か
。
こ
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、
前
田
は
『
古
語
拾
遺
』
の
作
者
で
あ
る
忌
部
氏

に
注
目
し
た
。
忌
部
氏
は
、
大
殿
祭
の
際
に
、
鏡
剣
を
奉
る
役
職
に
就
い
て
い

た
。
前
田
は
、
忌
部
氏
が
家
の
栄
え
の
証
の
た
め
に
、
関
わ
っ
て
い
た
神
宝
（
鏡

剣
）
の
み
を
称
え
た
の
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
大
殿
祭
』

の
祝
詞
に
は
、
皇
孫
が
天
下
る
古
事
で
も
勾
玉
を
言
わ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
記
述
の
有
無
は
、
忌
部
氏
の
私
意
だ
け
で
起
こ
っ
た
の
で
は
な

い
。
一
般
的
に
世
の
中
に
お
い
て
古
学
が
廃
れ
、
古
事
を
忘
れ
て
い
っ
た
た
め

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
古
事
を
述
べ
る
祝
詞
の
首

文
は
省
略
さ
れ
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
祝
詞
の
よ
う
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

齋
部
広
成
が
著
し
た
『
古
語
拾
遺
』
は
「
天
璽
ノ
鏡
剣
」
と
記
し
、
鏡
剣
を
重

宝
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
孫
降
臨
の
條
に
は
、「
矛
ト
玉
ハ
自
ラ	

従
フ
」
と
記
し
、
授
け
る
様
子
を
記
し
た
こ
と
は
、『
大
殿
祭
』
に
八
尺
勾
玉
を

省
く
の
と
同
じ
趣
で
あ
る
。『
古
語
拾
遺
』
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
の
は
、
齋

部
広
成
が
著
す
よ
り
も
早
く
、
忌
部
氏
の
人
々
が
鏡
剣
の
み
を
奉
る
役
職
に
就

い
て
い
た
た
め
、
鏡
剣
を
推
し
崇
め
て
勾
玉
を
密
か
に
貶
め
よ
う
と
す
る
心
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

前
田
が
『
神
璽
考
疑
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
西
田
が

『
神
璽
考
』
の
中
で
述
べ
た
「
乃
」
と
「
及
」
の
誤
写
及
び
「
璽
」
の
意
味
、
そ

し
て
勾
玉
の
記
述
の
有
無
に
つ
い
て
の
批
判
で
あ
る
と
わ
か
る
。

西
田
が
述
べ
た
誤
写
説
を
、
前
田
は
否
定
し
た
。
否
定
の
理
由
と
し
て
、『
日

本
書
紀
』
の
天
皇
紀
に
見
ら
れ
る
皇
位
継
承
の
場
面
で
は
、「
璽
符
」、「
璽
印
」、

「
璽
綬
」
等
天
皇
紀
に
よ
っ
て
記
述
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
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の
よ
う
に
記
述
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
西
田
が
述
べ
た
「
天
津
璽
」

は
「
神
璽
」、
つ
ま
り
勾
玉
で
あ
る
説
は
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、「
斯
留
志
」
と
い
う
語
は
、
西
田
が
『
神
璽
考
』
で
述
べ
て
い
た
よ
う

に
勾
玉
一
種
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
神
宝
全
て
を
指
す
言
葉
で
あ
る
と
述
べ

た
。
西
田
が
例
と
し
て
挙
げ
た
『
大
殿
祭
』
の
祝
詞
と
『
神
祇
令
』
の
文
は
、

謂
わ
れ
が
違
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
殿
祭
』
祝
詞
の
勾
玉
の
記

述
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
忌
部
氏
の
私
意
が
働
い
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
古
学
が
廃
れ
、
古
事
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ

と
を
挙
げ
、
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
が
西
田
と
前
田
の
説
で
あ
る
。『
神
璽
考
疑
』
で
述
べ
ら
れ
た
前
田
の
説

を
、
西
田
は
目
を
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
後
に
『
神
璽
考
疑

辨
』
と
し
て
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。『
神
璽
考
疑
辨
』
を
見
て

い
く
と
、
同
時
代
の
国
学
者
が
「
神
璽
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
見

え
て
く
る
と
言
え
る
。
ま
た
、『
神
璽
考
疑
辨
』
よ
り
前
に
西
田
は
、
萩
原
広
道

に
も
『
神
璽
考
』
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
『
神
璽
考
疑
傍

評
私
議
』
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
神
璽
考
疑
傍
評
私
議
』
と
『
神
璽

考
疑
辨
』
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

注

（
1
）	

西
田
直
養
『
神
璽
考
』
は
多
和
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
。
引
用
に
際
し
て
、
漢

字
は
通
行
体
に
改
め
た
。

（
2
）	

市
古
貞
次
ほ
か
『
国
書
人
名
事
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

（
3
）	

斎
部
広
成
撰
、
西
宮
一
民
校
注
『
古
語
拾
遺
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、
一
九

八
五
年
）

（
4
）	

日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
巻
四
所
収
（
日
本
随
筆

大
成
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）

（
5
）	

前
田
夏
陰
『
神
璽
考
疑
』
は
鈴
鹿
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
。
引
用
に
際
し
て
、
漢

字
は
通
行
体
に
改
め
た
。

（
6
）	

注
２
に
同
じ

（
7
）	

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
（
兵
庫
県
、
一
九
八
〇

年
三
月
）


